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●
あ
べ
・
よ
し
お
（
　
歳
）

７７

福
島
県
出
身
。
自
衛
隊
南
恵
庭
駐
屯
地
の
車

両
部
隊
責
任
者
の
立
場
か
ら
、
地
域
の
交
通

安
全
運
動
に
も
積
極
的
に
か
か
わ
る
。
平
成

　
年
、
恵
庭
交
通
安
全
地
蔵
尊
護
持
会
第
４

１５代
会
長
に
就
任
。
今
年
７
月
、
地
蔵
尊
建
立

　
周
年
記
念
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。

５０

交通安全を願って５０年。

お地蔵さんが交通事故で

亡くなった人々を鎮魂。
阿部　良雄さん　駒場町在住　

「いつもいっぱい遊んでくれてありが

とう。本も買ってくれてうれしかった

よ。僕、星来に本を読んであげたんだ。

春休みにみんなで遊びにいくからね。

また、一緒に遊ぼうね」

おじいちゃん、おばあちゃんへ

「いつも折り紙やカルタで遊んでくれ

てありがとう。夏になったら、またキ

ャンプにつれてってね。みんなで一緒

に焼肉いっぱい食べたいな。楽しみに

してるね」

おじいちゃん、おばあちゃんへ

豊  豊岡岡　 星来  ちゃん（左）
せいら

　－２歳－

豊豊岡岡　 颯真  くん（右）
そうま

　　　－６歳－

　
北
海
道
開
拓
期
に
は
室
蘭
街
道
と
呼

ば
れ
た
国
道
　
号
線
。
今
で
は
１
日
３

３６

万
台
以
上
の
交
通
量
を
誇
る
道
内
有
数

の
過
密
道
路
の
一
つ
だ
。
こ
の
国
道
　３６

号
線
の
う
ち
、
札
幌
・
千
歳
間
が
舗
装

さ
れ
て
開
通
し
た
の
は
昭
和
　
年
　
月
。

２８

１１

駐
留
米
軍
の
強
い
要
請
が
あ
り
、
わ
ず

か
１
年
と
い
う
短
期
間
に
突
貫
工
事
で

完
成
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
当
時
は
弾
丸

道
路
と
も
呼
ば
れ
た
。

　
そ
れ
ま
で
は
国
道
と
は
言
っ
て
も
で

こ
ぼ
こ
の
砂
利
道
。
雨
が
降
れ
ば
水
溜

り
、
天
気
の
い
い
日
に
車
が
走
れ
ば
も

う
も
う
と
ほ
こ
り
が
立
ち
こ
め
て
目
も

開
け
ら
れ
な
い
く
ら
い
。
人
も
車
も
注

意
し
て
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
で
舗
装
さ
れ

て
、
道
が
平
ら
に
な

っ
て
か
ら
は
車
の

ス
ピ
ー
ド
が
ぐ
ん

と
上
が
っ
た
。
し
か

し
、
一
方
で
人
々
は

車
の
ス
ピ
ー
ド
に

慣
れ
て
い
な
か
っ

た
。
道
路
交
通
法
も

ま
だ
な
い
時
代
だ
っ
た
。

　「
千
歳
か
ら
恵
庭
の
市
街
に
入
る
直

前
ま
で
、
道
路
の
南
側
（
現
恵
南
地
区
）

は
樹
木
が
う
っ
そ
う
と
生
い
茂
っ
て
い

ま
し
た
。
特
に
ユ
カ
ン
ボ
シ
川
辺
り
は

松田 澪松田　 澪 くくんん（左（左））
れい

　－－６６歳歳－－

松田 唯吹　 唯吹 くくんん（右（右））
いぶき

　　　－－３３歳歳－－

自宅にて
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第
九
回
　

～
明
治
の
教
科
書
～

　
近
代
日
本
の
学
校
教
育
制
度
は
明
治
5

年
の
「
学
制
」
の
発
布
に
始
ま
り
、
性
別

や
身
分
に
関
わ
り
な
く
教
育
を
受
け
る
機

会
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
開
拓
当
初
の
恵

庭
は
千
歳
村
戸
長
役
場
の
管
轄
下
に
あ
り
、

明
治
　
年
の
「
小
学
校
令
」
に
よ
っ
て
子

19

ど
も
た
ち
は
千
歳
の
小
学
校
で
の
就
学
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
実

に
は
子
ど
も
た
ち
が
千
歳
ま
で（
徒
歩
で
）

通
う
こ
と
は
無
理
で
し
た
。
そ
こ
で
人
々

は
私
財
を
投
じ
、
ま
た
は
寄
付
を
募
っ
て

私
立
の
小
学
校
を
作
り
ま
し
た
。

　
明
治
　
年
に
洞
門
小
学
校（
現
恵
庭
小

２０

学
校
）が
創
設
さ
れ
た
の
を
皮

切
り
に
、
島
松
小
学
校
、
松

園
小
学
校
が
次
々
と
作
ら
れ

ま
し
た
。こ
の
時
代
は
本
格

的
な
開
拓
期
を
迎
え
、生
活

は
決
し
て
楽
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、人
々
は

教
育
の
重
要
性
を
認
識
し

て
い
た
の
で
す
。
こ
れ
ら

の
学
校
は
明
治
　
年
に
恵
庭

３０

に
戸
長
役
場
が
設
置
さ
れ
る
と
公
立
小
学

校
に
な
り
ま
し
た
。
写
真
は
明
治
　
年
発

３４

行
の
算
数
の
教
科
書
と
、
鉛
筆
や
ノ
ー
ト

の
役
目
を
し
た
石
墨
と
石
盤
で
す
。
机
と

椅
子
は
昭
和
　
年
に
廃
校
に
な
っ
た
島
松

36

川
上
小
学
校
で
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

今
と
違
っ
て
カ
ー
ブ
が
き
つ
く
、
見
通

し
の
悪
い
場
所
で
し
た
。
こ
こ
で
、
弾

丸
道
路
が
で
き
て
す
ぐ
、
１
年
ほ
ど
の

短
い
間
に
　
人
も
の
大
勢
の
人
が
車
に

１６

は
ね
ら
れ
て
死
亡
し
た
ん
で
す
」
と
話

し
て
く
れ
た
の
は
当
時
、
南
恵
庭
駐
屯

地
の
車
両
部
隊
に
い
た
阿
部
良
雄
さ
ん
。

当
時
の
様
子
を
こ
の
目
で
見
た
、
数
少

な
い
市
民
の
一
人
で
あ
る
。

　
人
々
は
こ
の
惨
状
に
驚
き
、
交
通
事

故
防
止
と
死
者
の
魂
を
慰
め
る
た
め
に

お
地
蔵
さ
ん
を
建
立
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
戸
磯
農
事
実
行
組
合
の
有
志
　
人
１０

が
発
起
人
と
な
っ
て
寄
付
を
募
り
、
企

業
・
団
体
１
５
０
社
、
個
人
１
５
０
人

余
り
が
協
力
し
、
２
年
の
年
月
を
か
け

て
昭
和
　
年
７
月
に
交
通
安
全
守
護
地

３３

蔵
尊
が
完
成
し
た
。
場
所
は
現
在
の
和

光
町
１
丁
目
の
旧
国
道
縁
。
以
来
、
毎

年
７
月
　
日
を
「
地
蔵
尊
祭
」
の
日
と

２３

定
め
、
交
通
安
全
祈
願
祭
を
兼
ね
て
交

通
事
故
で
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
人
々
の

魂
を
慰
め
て
い
る
。
昭
和
　
年
か
ら
は

４４

地
蔵
尊
護
持
会
を
組
織
し
て
管
理
に
あ

た
っ
て
い
て
、
阿
部
さ
ん
は
今
、
４
代

目
の
会
長
を
務
め
て
い
る
。

「
恵
庭
で
は
　
年
間
で
３
０
０
人
近
く

５０

の
人
が
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
交
通
安
全
運
動
は
片
時
も
お
ろ
そ

か
に
で
き
な
い
大
事
な
活
動
で
す
。　５０

年
前
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
願
っ
て
、

毎年７月２３日に行われている地蔵尊まつり。交通安全を祈って
交通安全関係者らが花を手向けている。

「大根の絵」
　鹿内　 陽遥  くん（５歳）

はる　ま
「大根の絵」
　門馬　桃子ちゃん（５歳）

恵
庭
発
展
の
基
礎
を
作
っ
た
人
々
の
残

し
て
く
れ
た
悲
願
の
象
徴
で
あ
る
地
蔵

尊
を
大
切
に
守
り
、
後
世
に
残
し
て
い

く
の
が
私
た
ち
の
使
命
な
の
で
す
」

　
今
年
は
地
蔵
尊
建
立
　
周
年
に
当
た

５０

る
こ
と
か
ら
、
護
持
会
で
は
地
蔵
尊
の

補
修
、
説
明
看
板
の
設
置
な
ど
の
記
念

事
業
を
行
う
予
定
で
、
広
く
市
民
の
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
地
蔵

尊
建
立
当
時
の
関
係
者
の
子
孫
、
親
戚

の
人
た
ち
に
は
写
真
な
ど
の
資
料
を
提

供
し
て
欲
し
い
と
阿
部
さ
ん
。

　
今
月
６
日
か
ら
　
日
ま
で
は
春
の
交

１５

通
安
全
運
動
期
間
。　
日
に
は
交
通
事

１９

故
抑
止
市
民
大
会
も
開
か
れ
る
。
春
の

陽
気
に
つ
い
気
も
緩
み
が
ち
に
な
る
が
、

お
地
蔵
さ
ん
が
市
民
を
見
守
っ
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
。
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